
 

４月１５日 幸並中学校開校記念日 

幸並中学校の歴史を振り返ってみましょう。 

昭和２９(1954)年４月１日に開校。同年の４月１５日に第１回入学式を行い開校記念

日と定め、川口市９番目の学校として設立しました。当時、西川口駅ができ、その周辺の

人口が急増した事に伴い、幸町、栄町、並木町の生徒が通学する学校として開校されまし

た。 

 

開校当時は、並木小学校の一部を仮校舎として、校長先生と８名の教職員でスタート。

第１回入学式では、２２０名の生徒が一期生として入学しました。翌年４月からは、県陽

高等学校の校舎も一部仮校舎として授業を行い、８月に新校舎が完成し、落成式が行われ

ました。 

昭和３２(1957)年３月の第１回卒業式は、校庭でテント張りの中行われました。急に

小雨交じりの寒風が吹き、テントはよじれ、証書は飛ぶ、生徒は動揺するなど、大変な状

況だったようです。古くても体育館の有難さがわかります。２期生の卒業式は中央公民館

で行い、３年越しで、講堂で行えたようです。 

 

校章は、昭和３１(1956)年４月１日に、校旗と校歌は同年１０月７

日に定められました。 

校章と校旗に使われている柊（ひいらぎ）の葉は、常緑樹で幸並（さ

ちなみ）の名にちなみ、魔を除け、幸せを守るシンボルとして図案化さ

れたものです。校庭にも植えられ、校歌の中でも歌い継がれています。 

 

開校間もなく、数々の研究実践や発表をこなし、現在に至るまで毎年のように表彰を受

けている学校です。また、生徒の部活動の活躍や研究発表等にも素晴らしい功績がありま

す。そして、何よりも生活信条「生き生き きびきび はきはき」の取り組みの成果を上

げ、伝統として引き継がれていることは卒業生にとっても、在校生にとっても大いなる財

産であると思います。 

 

開校記念日には本校の歴史を振り返り、今の自分の生活を見直し、これからの学校生活

を大いに充実したものにしていきましょう。 

 

 

 

60 周年記念マスコット「さちなみかん」 《原画》60 期生 中村有花さん  

さわやかなイメージのある「みかん」と幸並中学校のイメージとを重ね合わせて

います。頭についている葉っぱは、幸並中学校のシンボルでもあるヒイラギの葉に

なっています。  


